
 

安全安心な社会を実現し豊かな文化を創造する 

コンテンツ・映像処理技術研究 

研究代表者 森島 繁生  
（先進理工学部 応用物理学科 教授） 

 
１． 研究課題： 

近未来において実現されるデジタルツイン社会のあるべき姿として，環境やユーザ自身の正確なコピー

を仮想世界に展開することのみならず，実世界と仮想世界間の相互のシームレスなインタラクション，デジ

タルツイン同士の情報共有を経ることによって，最終的に安全・安心で豊かな生活を，個人の特性を越え

て誰もが恩恵にあずかれる世界を想定している．現在，デジタルツイン社会で構想されるサービスの多く

は健常者にとっての貢献が前提となっており，障碍者や高齢者，幼児など社会的な弱者に必ずしも十分

に配慮した内容とはなっていない． 

 本研究課題では，特に視覚障碍者等が健常者と分け隔てなくサービスを享受できるデジタルツイン社

会の実現を目的としている．視覚のみならず，聴覚，触覚などの五感のマルチモダリティを駆使することに

よって，現在の社会的な弱者が健常者と同等レベルのサービスを享受することが可能となり，真のダイバ

ーシティ社会の実現に貢献するものである．  

 

２． 主な研究成果 

２つの視覚障碍者支援の研究成果について報告する． 

まずフロアマップ解析を利用した視覚障害者のための案内システムを提案する．提案手法はフロ

アマップを案内のための情報として活用することで，地図を事前に準備する必要がない案内を行う．

提案手法は晴眼者が利用するフロアマップ解析機能と視覚障害者が利用する案内機能で構成され

る．まず晴眼者がフロアマップの写真を撮影し，システムがその写真を解析して交差点，現在地，行

先候補の位置関係を情報として持つノードマップを作成する．次に，視覚障害者が目的地を選択す

るとシステムが現在地からの経路を

計画する．システムは交差点の認識

を行い，形状をノードマップと照合す

ることでユーザのノードマップ上での

位置を更新し，目的地まで案内す

る．また，システムはユーザが歩いた

交差点間の距離とノードマップ上の

長さを比較することでノードマップの縮尺の推定を行い，目的地までの距離を提示する．本研究では，20

名の晴眼者と 12 名の視覚障害者によるユーザ実験を行った．結果として，晴眼者の参加者は初めてでも

システムを利用することができた．また視覚障害者の参加者はシステムを利用して目的地まで移動するこ

とができ，移動する際の自信度が向上し，認知負荷が減少した． 

２つめの研究成果は，ショッピングセンターにおける視覚障害者の散策を容易にするためには，目的地

の選択と個人の興味に基づいた情報取得のための情報提供を実現するシステムの提案である。本研究



では大規模言語モデルをナビゲーションシステムに統合することで，対話形式のやり取りをスマートフォン

上に実装して実現した。この“ChitChatGuide”は，文脈を考慮した会話による経路設定，ユーザの好みと

店舗間の歩行時間に基づいた周囲の店舗の説明，歩行中の追加質問を可能にする。本研究では 11 人

の視覚障害者を対象にショッピングセンターにて実験を実施し，本システムが施設での散策の楽しさを向

上させることを明らかにした。大規模言語モデルを用いた対話形式のやり取りは，参加者の曖昧で文脈に

基づいた質問を理解し，不慣れな環境における効率的な散策を可能にした。また大規模言語モデルによ

ってその場で生成される個人の好みに応じた情報は，有用かつ楽しいものであった。本実験により明らか

になった限界を考慮し，視覚障害者の散策体験を向上させるために大規模言語モデルをナビゲーション

システムに統合する際の基準についても議論している。 

 

なお, この２件の論文は, トップランク国際会議である MobileHCI 2024 において，論文採択を果たした． 
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５． 研究活動の課題と展望  
国際連携をさらに強化し，学生のモティベーションを保ちつつ，今後，より高いレベルでの研

究成果を蓄積していく．一方で，新しい研究領域立ち上げに尽力する．また企業との連携を強

化し，開発技術の実用化を急ピッチで進めていく予定である．2024 年度は，新規で慶應大学，

Exa-Wizards と共同で JST CRONOS に共同参画として１件，CyberAgent，京都工芸繊維大

学と共同でJST CRONOSに研究代表として１件のプロポーザルを提出した．また，現在OLM
と共同で NEDO への提案の準備を進めている． 


